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その磁気特性を明らかにした。分子内の TbIIIイオンには 2種類の磁気双極子相互作用があり、(Tb1–Tb2, 
Tb1’–Tb2’)、4 つのテルビウムイオンは強磁性的に相互作用していた。縮環フタロシアニン部分の磁気
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を合成した。本錯体はビラジカル種であり、分子内には f–f, f–π, π–π相互作用が存在する。交流磁化率測
定では、単分子磁石に特徴的な磁化率の周波数依存性が観測され、単分子磁石特性は ΔE = 588 cm–1, τ0 = 
3.1  10–12 sと見積もられた。磁化の磁場依存測定(M–Hプロット)では、1.8 Kにおいて 0 T付近でもヒ
ステリシスループが閉じていないことから、基底状態でのトンネリングによる磁化緩和が抑制されてい
ることが示唆された。このヒステリシスループは 20 K においても保持されていることが明らかとなっ
た。これは単分子磁石の中でも最も高い温度である。同じ 2核錯体である Tb2(obPc)3は、ΔE = 230 cm–1, 
τ0 = 1.1  10–10 sの単分子磁石であり、1.8 Kにおいても磁気ヒステリシスを示さない。よって、この二
つを比べると[Tb2]の方がよい単分子磁石であるということが示唆された。 
第 4章では、合成した単分子磁石を用いて溶液中での NMR 測定について詳細な解析を行った。 














第 5章では、合成した単分子磁石を用いて micro-SQUID 測定から得られた磁気特性を報告した。 
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20 K程度である。また、交流磁化率がの虚部がピークを与える温度は、[Tb2]で 50 K程度とこれまでの
単分子磁石に比べれば高い温度となっているものの、残念ながら液体窒素温度には届かなかった。つい
最近では、液体窒素温度以上で動作する単分子磁石の理論的予測が提唱されているが、実際に合成·単離
されるまでには至っていない。従って、化合物の合成と実験的検証が急務である。本研究では、合成し
た単分子磁石の迅速·簡便な評価手法として、新たに溶液中の核磁気共鳴分光法を詳細に検討した。溶液
中の核磁気共鳴分光は広く普及しており、誰でも簡単に測定することができる。また、空気中で不安定
な化合物に関する測定法も確立されている。そういった観点から、溶液中核磁気共鳴を、単分子磁石を
評価する手法として確立することができれば、合成から単分子磁石特性の評価というプロセスにかかる
時間が大幅に短縮され、新たな単分子磁石を合成し、評価する際の一助になると考えている。本研究で
はその第一歩として、単分子磁石特性が確かに NMR スペクトルに反映されていることを示すことがで
きた。今後、単分子磁石のみならず、様々な磁性材料に関しても積極的に NMR 測定を行うことで、単
なる構造解析にとどまらず、磁気物性を評価するツールにできる可能性がある。 
 
 
 
